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Abstract
For ten years Miki Kayama has been going to Korea to do voluntary service. 
She helps create gardens, particulary potager gardens at Pulmoo School, which 
had a long-standing relationship with Keisen Jr. College. This article details her 
rediscovey of the aims of horticultural education through her experiences working 
with Korean people. The Pulmoo School and the region surrounding it has helped 


































































































7 Garden in（発行元　우리꽃영농조합법인）には呉道さんが「Color in the Garden」を
連載している。
Garden in 2014年12月号
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4.　私の考える「生活園芸」
　私が担当する講座の内容を考えるときに大切にしていることは、実習を通
して人々が互いにコミュニケーションをとるきっかけをつくり、人や物の価
値に気づきを感じ取れるようにすることです。また受講生一人一人の園芸
に対する知識や技術の向上を願うとともに、各人の関心の方向に従って学ん
だことが社会貢献などにも発展するように考えて行っています。
　恵泉で学んだ園芸と生活、これは短期大学の学科名であった「園芸生活」に
深く通じていると思います。小さくても楽しいきっかけや心がけを大切に
して、人との交流に心を開きながら体を使って働くことは、身の回りにある
ありふれた小さな命や、隣の人の存在に気づき、その触れ合いによって生ま
れる喜びや愛という感情によって、心が豊かにされていくものだと思うので
す。
　韓国に10年間通う中で、洪先生の「河井先生の（恵泉の）教育理念はどこの
国でも、いつの時代にも通用する」という言葉に出会ったことは、自分がこれ
まで続けてきた仕事に自信と励ましを与え、活動を続ける勇気を与えてくれ
ました。
　恵泉では卒業式で、卒業生一人一人が「ランターンの灯」をいただきまし
た。そのろうそくの火は光となり、心を暖め、世の中をよき方向に導くとい
うようなお話をいただいたと記憶しております。ランターンの灯は卒業生
自身であると思います。小さな個人の活動ではありますが、この活動を通じ
て、今の韓国の深刻な状況と将来に向けた若い人々の育成のために何か光を
当てられればと思っております。
（2014年11月2日）
